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過
去
の
災
害
の
教
訓
を
生
か
し

て
備
え
を
万
全
に
す
る
こ
と
は

町
の
重
要
な
役
割
。
万
が
一
の
時
、
職

員
や
町
民
が
迅
速
に
行
動
す
る
た
め
、

「
地
域
防
災
計
画
」
や
「
防
災
訓
練
実

施
計
画
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

生
か
し
改
善
し
て
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
具
体
的
な
防
災

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
地
震
・
水
害
な
ど
自
然
災
害
の
規
模

や
被
害
に
つ
い
て
の
町
の
想
定
は
。

(2)
避
難
所
収
容
人
数
の
充
足
計
画
は
。

(3)
「
防
災
の
し
お
り
」
や
「
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
」
の
活
用
は
。

(4)
関
係
機
関
が
連
携
す
る
防
災
訓
練
に

つ
い
て
。

(5)
緊
急
情
報
の
迅
速
、
か
つ
確
実
な
伝

達
手
段
は
。

(6)
災
害
時
の
給
水
活
動
に
携
わ
っ
て
も

ら
う
「
災
害
時
支
援
協
力
員
制
度
」
を

新
設
す
る
考
え
は
。

(7)
「
地
域
担
当
職
員
制
度
」
へ
の
取
組

や
防
災
専
門
の
嘱
託
職
員
を
配
置
す
る

考
え
は
。(1)

海
溝
型
地
震
で
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
１
、
最
大
震
度
７
、
内

陸
型
地
震
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

４
、
最
大
震
度
７
を
想
定
し
、
被
害

は
、
死
傷
者
数
３
３
１
人
、
避
難
者
数

９
４
９
７
人
、
こ
の
う
ち
避
難
所
生
活

者
数
は
６
１
７
３
人
、
建
物
被
害
は
全

半
壊
、
焼
失
合
わ
せ
て
１
８
０
９
棟
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
。
洪
水
被
害

は
、
十
勝
川
な
ど
の
堤
防
が
決
壊
し
た

場
合
、
札
内
地
区
や
相
川
地
区
な
ど

で
、
床
下
、
床

上

浸

水

の

ほ

か
、
最
大
で
３

メ
ー
ト
ル
以
上

の
浸
水
被
害
を

想
定
し
て
い
る
。

(2)
避
難
所
収
容

人
数
は
下
表
の

と

お

り

で

あ

る
。
人
口
変
動

や
公
共
施
設
等

の
増
減
な
ど
必

要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
き
た

い
。

(3)
防
災
の
し
お

り
は
出
前
講
座
の
際
に
活
用
し
て
お

り
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
は
実
際
に
起

こ
り
得
る
事
案
を
机
上
で
行
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
、
担
当
職
員
研

修
や
自
主
防
災
組
織
等
の
防
災
訓
練
で

活
用
を
促
し
た
い
。

(4)
本
年
度
は
、
幕
別
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
札
内
北
小
学
校
で
同
時
開
催

し
、
役
場
に
災
害
対
策
本
部
と
本
部
情

報
連
絡
室
を
、
札
内
支
所
に
札
内
地
域

情
報
連
絡
室
を
設
置
し
、
本
部
機
能
等

の
訓
練
も
併
せ
て
実
施
す
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
実
施
に
向
け
協
議
す
る
。
冬
季

訓
練
や
夜
間
訓
練
は
地
域
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

(5)
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
広
報
車
、
防
災

無
線
（
忠
類
地
域
）
、
防
災
情
報
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
町
民
に
発
信
す
る
。

(6)
支
援
員
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
が
、

自
主
防
災
組
織
や
公
区
で
の
独
自
の
防

災
訓
練
な
ど
に
出
向
い
て
、
万
が
一
の

と
き
に
困
ら
な
い
態
勢
を
と
り
た
い
。

(7)
地
域
担
当
職
員
制
度
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
居
住
分
布
が
ま
ち
ま
ち
で
難
し

く
、
被
害
を
受
け
た
と
き
は
近
く
の
方

が
一
番
先
に
動
く
こ
と
が
肝
心
な
の

で
、
地
域
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
検
討
し
た
い
。
防
災
専
門

嘱
託
職
員
は
、
防
災
教
育
の
仕
事
量
か

ら
し
て
十
分
に
有
効
活
用
が
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

施
設
ご
と
の
避
難
所
収
容
率

は
、
洪
水
時
の
札
内
中
学
校
で
約
15
％
と

極
端
に
少
な
い
。
改
善
策
と
し
て
早
急
に

民
間
施
設
等
の
協
力
を
得
る
考
え
は
。

　

ま
た
熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
緊

急
避
難
的
に
車
中
泊
を
視
野
に
入
れ
た

対
策
を
計
画
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

公
共
施
設
に
限
り
が
あ
り
、
そ
の
地

区
の
皆
さ
ん
が
避
難
す
る
場
合
に
そ
こ

に
収
容
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
避
難
区
域
に
な
っ
て
い
な
い

避
難
所
へ
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
考
え
て

い
る
。
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
国
、
道
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

被
害
想
定
な
ど
を
含
め
て
必
要
が
あ
れ

ば
進
め
て
い
き
た
い
。

答問
担
当
課
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
全
職
員
が
的
確
に
行

動
で
き
る
よ
う
研
修
や
訓
練
を
重
ね
役
割
を
果
た
す

過
去
の
教
訓
な
ど
を
取
組
に
反
映
さ
せ
、
改
善
し

な
が
ら
防
災
対
策
の
推
進
を

問

答

町
　
長

再

質

問

内山美穂子 議員
（拓政会）

災害内容
指定
避難所

対象公区人口
（Ｈ28.3.31現在）

収容可能
人数

収容率

地震・津波時 79 施設 2万 7348 人　2万 2650 人 82.8％

大雨時 27 施設 1万 2740 人 7699 人 60.4％

土砂災害時 26 施設 3364 人 4774 人 141.9％

　　　　　　　【災害別避難所収容人数】

幕別町防災のしおり
（Ｈ 26.12 月改定）


